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飲
む
湯
に
も
焚
火
の
け
む
り
匂
ひ
た
る

山
家
の
冬
の
タ
餉
な
の
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

ふ
る
　
さ
と

故
郷
を
思
う
心
を
継
承

⊥
佼
神
楽
を
舞
う
一

　
1
1
月
1
0
、
1
1
日
の
両
日
、
越
表
層
で

は
秋
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
0
日
の
宵
に
は
、
夜
神
楽
が
奉
納
さ

れ
、
区
民
や
、
祭
り
を
懐
か
し
み
帰
郷

し
た
人
々
が
、
そ
の
勇
壮
な
姿
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
古
式
豊
か
な
夜
神
楽
は
、
自
然
に
対

す
る
感
謝
と
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
な

ど
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
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霧瓢・醐
）バザー、ふるさと＝r場のまか、」A、7而〒グル

唱辰わい．また．各種信呈震や農草左三農、

7

　メイン会場となった道の再『一とうこう一イベント＝場には、需人会や琴二会のバザー、ふるさと＝r場のまか、」A、7而〒グル

プ、青年団．郵便局．各種企業・団体などの多くのコーナーが設営され天詠わい．また．各種信呈震や農V症三農、

寒蘭展には多くの大作が出展され、入場考はその作呈や品物を熱心に見入っていました。

　メインステージでは．冠太鼓の演奏を皮切りに、ダンスや項、言詰…i、＝コ域に伝わる褥楽や舞置など多くの方が二

演し多才な芸能ぶりを披露、なかでも日曜日の清水怜子さんの歌謡ショー．エメラルドのイリュージョンマジッ

クのステージ前には、こどもからお年寄りまでたくさんの観客が集まり．把手と歓声にあふれた産業又化祭とな

りました。

　フィナーレを飾ったのは、恒例の「もちまき」で．町内外から訪れた大勢の人々の歓声が轟く中．盛会の内に．暮

を閉じました。

㎝黙　層　　　、
、　　　A

g）里の秋’まつり　t

l町産業女

農
林
産
品
展
の
お
礼

摯
、
生
・一

’

　
本
年
も
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
農
林
産
品
展
に
は
、
1
3
0

名
の
生
産
者
の
方
か
ら
こ
の
↓
年
丹
精
を

こ
め
て
作
っ
た
2
4
3
点
に
も
及
ぶ
良
質

な
生
産
物
等
を
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
脚
一
，
一

轟　
’

～
f
　
；
導
、

～
　
縞
・

　
↑
メ

　
　
　
　
、
，

朝
．
臼

賜駆文化祭

膿
畿

」
痛、

講

　　

@
絶
∴

　　

@
　
ノ
、
嫁

　
　
及
び
農
協
の
担
当
者
に
ご
協
力
い
た

｝
だ
き
、
入
賞
さ
れ
た
品
物
に
つ
い
て
は
そ

／
犠
そ
れ
大
変
す
ば
ら
し
い
と
の
評
価
を

受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
品
物

の
う
ち
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
野
菜
等
の
売

上
は
全
額
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

　
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

∠　　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぐP’一

曲

悔
ポ
善．

榮

　
己
七
一

量
　
9

　
蛸
■

茎
野

◎囲碁大会の結果
11月11日（日）産業文化祭行事の一環として、

囲碁大会が開催されました。

結果は次のとおりです。

優　勝　佐藤勝美（6段）日向市（福瀬出身）

準優勝　佐藤義貞（3段）日向市（迫野内出身）

三　位　吉田　豊（3段）日向市（田野出身），

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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③

第6回若山牧水賞決定！轟轟懸落球藷論艇岡疎郷羽成）

第
6
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

受
賞
者
　
河
野
裕
子
氏
（
5
5
）

　
（
歌
人
、
京
都
府
京
都
市
在
住
）

受
賞
作
品

　
歌
集
『
歩
く
』

発
行
所
／
青
磁
社

発
　
行
／
平
成
1
3
年
8
月
2
0
日

河
野
さ
ん
は
、
熊
本
県
生
ま

れ
で
現
在
5
5
歳
、
主
な
作
品
は
、
歌
集
「
森
の
や
う
に
獣
の
や
う
に
」

「
歳
月
」
「
家
」
、
評
論
集
「
体
あ
た
り
現
代
短
歌
」
エ
ッ
セ
イ
集
「
み

ど
り
の
家
の
窓
か
ら
」
「
現
代
う
た
景
色
」
な
ど
も
執
筆
し
て
お
り
、

短
歌
文
学
の
分
野
で
の
功
績
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
河
野
さ
ん
は
第
3
回
受
賞
者
の
永
田
和
宏
氏
の
妻
で
あ

り
初
の
ご
夫
婦
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
授
賞
式
は
平
成
1
4
年
2
月
1
9
日
（
火
）
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
宮

崎
市
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、
併
せ
て
馬
場
あ
き
子

氏
（
歌
人
、
若
山
牧
水
賞
選
考
委
員
）
の
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま

す
。　

な
お
、
受
賞
者
河
野
裕
子
氏
に
よ
る
受
賞
記
念
講
演
会
が
翌

20

冝
i
水
）
午
後
2
時
か
ら
延
岡
市
野
口
記
念
館
に
お
い
て
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

　
一
　
　
　
　
人
間
や
自
然
へ
の
溢
れ
る
想
い
を
歌
い
、
日
本
の
　
一

若山牧水賞とは

短
歌
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
国
民
的
歌
人
「
若

山
牧
水
」
の
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に
、
選
考

を
決
定
す
る
年
の
前
年
の
1
0
月
1
日
か
ら
当
年
9

月
3
0
日
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
歌
集
及
び
若
山
牧
水

論
の
著
者
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
参
考
に

し
、
短
歌
文
学
の
分
野
で
傑
出
し
た
功
績
を
挙
げ
た

者
に
そ
の
賞
を
贈
る
も
の
で
す
。

～
現
代
に
生
き
る
歌
人
若
山
牧
水
「
幾
山
河
」
と
二
本
松
峠
～

全
国
牧
水
サ
ミ
ッ
ト
国
岡
山
県
哲
西
町

　
岡
山
県
の
哲
西
町
と
広
島
県
東
城
町
の
県
境
に
あ
る
二
本
松
峠
。

　
若
山
牧
水
の
初
期
の
代
表
作
、
名
歌
「
幾
山
河
・
：
」
は
こ
こ
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
明
治
4
0
年
牧
水
が
2
1
歳
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
旅
の
歌
人
と
い
わ
れ

る
牧
水
が
、
初
め
て
本
格
的
な
↓
人
旅
を
行
っ
た
道
中
に
誕
生
し
た
歌
。

　
ど
こ
ま
で
も
深
い
緑
の
山
々
が
続
く
中
国
路
を
歩
き
な
が
ら
、
若
い
旅
人

は
何
を
思
い
、
ど
こ
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
1
0
月
2
8
日
（
日
）
匠
山
県
哲
西
町

で
行
わ
れ
た
全
国
牧
水
サ
ミ
ッ
ト

の
ア
ト
ー
フ
ク
シ
ョ
ン
に
坪
谷
小
学
校

E
加
童
〔
4
、
5
、
6
年
生
2
0
名
）
が
参
加

し
、
牧
水
の
歌
の
黒
眉
を
披
露
し
ま

し
た
。
そ
の
歌
声
に
入
場
者
ら
は
胸

を
打
ち
一
感
動
し
ま
し
た
　
涙
が
出

ま
し
た
一
と
の
称
賛
の
声
も
多
く
聞

か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
全
国
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総
数

一
〇
六
六
首
）
に
お
い
て
、
矢
野
敬
将

く
ん
（
東
郷
小
一
年
）
が
見
事
、
小
中
高

生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞
（
小
中
高
生
）
受
賞
作
品

水
あ
そ
び
た
の
し
く
あ
そ
ぶ
ぼ
く
た
ち
は

水
の
お
な
か
で
か
お
を
つ
け
る
よ

●
入
選
（
小
中
高
生
）

カ
エ
ル
ぴ
ょ
ん
と
ん
で
あ
し
が
い
た
く
な
い
か

何
回
と
ん
だ
百
回
と
ん
だ

　
　
　
東
郷
小
　
二
年
　
斧
　
優
志

茶
つ
み
す
る
じ
ょ
う
ず
に
つ
ん
で
か
ご
い
っ
ぱ
い

早
く
の
み
た
い
あ
つ
あ
っ
の
お
茶

　
　
　
福
瀬
小
　
二
年
　
長
池
削
磨

毛
虫
が
ね
か
わ
い
い
即
し
て
出
て
き
た
よ

体
に
い
っ
ぱ
い
毛
を
つ
け
て
る

　
　
　
東
郷
小
　
三
年
　
松
田
な
な

雨
が
ふ
る
山
に
は
き
り
の
お
ふ
と
ん
だ

も
ぐ
り
こ
ん
で
て
ね
ぼ
う
し
て
る
よ

　
　
　
福
瀬
小
　
三
年
　
岩
田
禎
子

わ
く
わ
く
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
ん
だ
よ

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に
お
そ
わ
り
な
が
ら

　
　
　
東
郷
小
　
四
年
　
岩
見
　
遼

●
入
選
（
一
般
）

妻
の
病
癒
え
よ
と
対
ふ
七
夕
の

短
冊
の
文
字
心
し
て
書
く

　
　
　
　
　
　
小
野
田
　
本
多
茂
雄

一晒w麟麟麟一脳w晒榔一匹麟一鍬
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

古
里
に
共
に
遊
び
し
友
ら
老
い

逝
き
し
も
あ
り
て
さ
び
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

莚
然
と
過
ご
す
日
あ
り
て
一
分
の

運
命
を
謂
ふ
テ
ロ
の
自
爆
機

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

罪
の
な
き
人
ら
殺
め
る
テ
ロ
リ
ズ
ム

ア
フ
ガ
ン
の
戦
に
も
死
ぬ
人
ら
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

外
泊
の
許
し
は
五
十
日
ぶ
り
か

夫
の
み
そ
汁
に
今
宵
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

事
故
に
よ
る
一
瞬
に
妻
を
失
ひ
し

友
に
言
葉
を
か
け
難
く
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

不
安
多
き
世
を
思
ひ
つ
つ
歩
み
ゆ
く

吾
は
健
や
か
に
生
き
む
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

ま
こ
こ
ろ
を
表
す
な
ら
む
微
笑
み
て

挨
拶
を
す
る
童
ら
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

山
深
く
姑
の
住
み
た
る
屋
敷
跡

白
く
い
う
ど
り
蕎
麦
の
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

お
父
さ
ん
夢
な
ら
ば
と
思
ふ
こ
の
病

眠
り
の
覚
め
て
畑
に
行
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

コ
ス
モ
ス
の
一
重
の
花
の
つ
つ
ま
し
さ

心
の
旧
く
吾
も
生
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
絹
子

両
側
に
コ
ス
モ
ス
尾
花
の
咲
き
盛
る

秋
の
深
ま
る
道
を
走
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

う
ら
さ
び
し
生
家
の
庭
に
柿
の
実
の

た
わ
わ
に
熟
れ
て
昔
を
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

秋
風
に
波
打
つ
蕎
麦
の
花
白
く

山
峡
の
畑
に
夕
や
み
迫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

移
さ
れ
て
道
よ
り
見
え
ぬ
女
郎
の
墓

低
き
ひ
と
つ
は
彼
岸
花
ぼ
覆
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　
④

●
《
－

軌、
㌧

こ
pど〃

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
納
付
先
が
変
わ
り
ま
す

平
成
1
4
年
4
月
か
．
b
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
先
が
、
役
場
か
ら

社
会
保
険
庁
へ
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
、
納
付
組
合
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
も
平
成
1
4
年
4
月
分
か
ら
は
各

自
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
4
月
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
1
．
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
り
、
自
ら
金
融
機
関

　
　
で
毎
月
納
め
る
方
法
。

　
2
．
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る
方
法
。

　
3
．
1
年
分
（
又
は
半
年
分
）
を
ま
と
め
て
納
め
る
方
法
。

※
納
付
で
き
る
金
融
機
関
は
、
全
国
の
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
含
む
）
、
銀

行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協
、
漁
協
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
方
法
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
毎
月
金
融
機
関

に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
「
安
心
」
「
便
利
」

「怯

ﾒ
実
」
な
口
座
振
蘇
日
を
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

謹し勧一重，
　
．
ミ
、

ーミー

筋）　鎚）

咲子ちゃんしあわせくん

　
口
座
振
替
の
申
込
み
は
随
時
受

付
け
致
し
ま
す
が
、
現
在
、
納
付

組
合
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
組

合
長
さ
ん
に
口
座
振
替
申
出
書
を

送
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
さ
れ
た
い
方
は
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
組
合
長

さ
ん
か
役
場
住
民
課
窓
口
に
提
出

し
て
下
さ
い
。
・
：

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
住
民
年
金
係

　
盈
（
6
9
）
3
9
0
2
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　介護保険制度改正のお知らせ
平成14年1月から居宅サービスの利用限度額のしくみが分かりやすくなります

　現在、在宅で利用できる「訪問通所サービス」と「短期入所サービス」の利用の上限（利用限度額）は、別々に設定

されていますが、平成14年1月からは、これら2つのサービスの利用限度額が「居宅サービス」として1本化さ
れ、分かりやすいしくみになります。

■平成14年1月からは■これまでは

要介護度 居宅サービス
ﾌ利用限度額

要支援 61，500円／月

要介護1 165，800円／月

要介護2 194，800円／月

要介護3 267，500円／至

要介護4 306，000円／月

要介護5 358，300円／月

ゆ

要介護度
訪問通所サービス

ﾌ利用限度額
短期入所サービスの
�p限度額（日数）

要支援 61，500円／月 7日／6カ月

要介護1 165，800円／月 14日／6カ月

要介護2 194，800円／月 14日／6カ月

要介護3 267，500円／月 21日／6カ月

要介護4 306，000円／月 21日／6カ月

要介護5　　　358，300円／月 42日／6カ月

　この改正により、短期入所サービスは、6ヶ月ごとの上限がなくなり、利用限度額の範囲内で、毎月利用
できるようになります。

■短期入所サービスが利用できる日数

0連続した短期入所サービスの利用は30日までです。

○短期入所サービスの利用日数は、要介護認定の有効

　期間のおおむね半数を超えないこととされています。

0他の訪問通所サービスと組み合わせて短期入所サー

　ビスを利用する場合、1ヶ月に利用できる日数は、

　この日数よりも少なくなります。

要介護度 これまで
平成14年1月から

i最大利用可能日数）

要支援 7日／6カ月 6日／月

要介護1 14日／6カ月 16日／月

要介護2 14日／6カ月 18日／月

要介護3 21日／6カ月 24日／月

要介護4 21日／6カ月 27日／月

要介護5 42日／6カ月 30日／月

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

⑤班鱒弓こ囑’う

⑭農業×薯＝認定農業青
　
今
月
は
雲
霞
の
近
藤
剛
史
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ハ
ウ
ス

で
の
ト
マ
ト
の
生
産

を
中
心
に
経
営
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
両

親
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ

ト
栽
培
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
会
社
の
勤
め
を

辞
め
て
昭
和
五
十
九

年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
経
営
の
規
模
は
、

ハ
ウ
ス
ニ
五
ア
ー
ル

で
ト
マ
ト
、
鶏
舎
二

棟
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
の

栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
、
堆
肥

等
を
使
用
し
て
土
作
り
に
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
区
の
仲
間
と
研

修
を
行
う
と
と
も
に
、
本
で
勉

強
す
る
な
ど
研
究
に
努
め
、
夫

婦
で
協
力
し
な
が
ら
消
費
者
か

ら
信
頼
さ
れ
る
品
質
の
高
い
ト

マ
ト
の
生
産
を
目
標
と
し
て
い

き
．
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
［
声

　
今
月
は
、
レ
ッ
ド
オ
ー
レ
（
中

玉
）
　
一
四
ア
ー
ル
、
桃
太
郎
一

一
ア
ー
ル
計
二
五
ア
ー
ル
の
ビ

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ー
ル
ハ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ス
で
ト
マ
ト

　
　
　
　
　
．
栽
培
に
取
り

　
　
　
　
　
　
組
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
．
る
近
藤
剛
史

　
　
　
　
　
　
さ
ん
を
訪
問

　
　
　
　
　
3
し
取
材
し
ま

　　

@　

ﾍ

　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
家
は
、

　
　
　
　
　
　
両
親
・
が
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
イ
フ
ー
二
棟
（
年

　
　
　
　
　
　
間
7
2
千
羽

　
　
　
　
　
　
出
荷
）
と
、

剛
史
さ
ん
夫
婦
が
ハ
ウ
ス
ト
マ

ト
を
分
担
し
て
い
る
専
業
農
家

で
す
。

　
剛
史
さ
ん
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

関
係
の
会
社
に
十
六
年
間
勤
め

ら
れ
、
ト
リ
の
専
門
家
で
す
が
、

昭
和
五
十
七
年
に
勤
め
を
辞
め

ら
れ
家
の
農
業
な
ど
を
手
伝
い

な
が
ら
昭
和
五
十
九
年
か
ら
ハ

ウ
ス
一
四
ア
ー
ル
で
、
会
社
と

ト
マ
ト
の
契
約
栽
培
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二
年

に
は
奥
さ
ん
の
美
喜
子
さ
ん
が

会
社
勤
め
を
辞
め
ら
れ
、
同
時

期
に
ハ
ウ
ス
を
一
一
ア
ー
ル
増

製
し
て
二
十
五
ア
ー
ル
の
規
模

で
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
を
専
門
に
栽

培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
六
年
に
は
会
社
と
の
契

約
栽
培
を
辞
め
て
現
在
の
品
種

の
栽
培
に
切
り
替
え
、
現
在
は

全
量
J
A
出
荷
を
し
て
、
品
質
、

特
に
食
味
を
重
視
し
た
栽
培
に

夫
婦
で
研
究
研
磨
し
自
信
を
持

っ
た
ト
マ
ト
作
り
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
年
に
よ
っ
て
は
、
台
風

等
の
災
害
で
全
滅
し
た
こ
と
も

あ
り
、
再
度
植
え
付
け
る
に
も

苗
不
足
で
県
内
外
ま
で
苗
の
手

配
を
し
た
年
も
あ
り
生
活
面
で

も
大
変
で
あ
っ
た
と
話
さ
れ
る

顔
に
は
苦
労
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
食
味
の
良
い
ト
マ
ト
は
土
作

り
が
重
要
で
あ
り
、
有
機
質
（
堆

肥
等
）
肥
料
を
十
分
に
投
入
し
て
、

根
張
り
の
良
い
ト
マ
ト
で
あ
れ

ば
病
気
等
の
発
生
も
少
な
く
、

品
質
本
位
の
食
味
の
良
い
ト
マ

ト
が
で
き
る
と
話
さ
れ
、
そ
の

言
葉
に
は
長
年
の
技
術
の
蓄
積

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ビ
ニ
ー
ル
の
張
替
え
は
、
仲

間
（
ト
マ
ト
五
名
、
ミ
カ
ン
ニ
名
）

で
互
い
に
助
け
合
い
、
そ
の
中

で
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し

い
技
術
の
交
換
が
あ
り
、
経
営

改
善
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
、
仲

間
作
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
剛
史
さ
ん
の
目
標
は
、
情
報
・

技
術
を
さ
ら
に
習
得
し
量
よ
り

品
質
、
特
に
食
味
を
重
視
し
た

ト
マ
ト
作
り
で
市
場
か
ら
必
要

と
さ
れ
、
消
費
者
が
喜
ん
で
お

い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
る
ト
マ

ト
を
作
り
続
け
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
奥
さ
ん
の
美
喜
子
さ
ん

と
互
い
に
目
線
を
合
わ
せ
頷
か

れ
ま
し
た
。
夢
は
、
子
供
と
一

緒
に
規
模
拡
大
（
目
標
四
〇
ア

ー
ル
）
し
、
食
味
で
満
足
さ
せ

ら
れ
る
ト
マ
ト
作
り
に
挑
戦
し

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
食
味
重
視

の
ト
マ
ト
作
り
を
続
け
て
い
れ
ば
、

そ
の
願
い
は
子
供
に
伝
わ
る
と

思
い
ま
し
た
。

馨
渥
だ
毒

　
H
月
三
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
【
雌
子
牛
の
部
】

優
等
賞
弐
席

　
羽
坂

壱
等
賞

　
仲
深

参
等
賞

　
七
瀬

福
永
真
澄
　
か
つ
ふ
く
2
号

水
野
和
徳
　
ぼ
く
す
い
4
号

関
野
安
弘
　
し
ょ
う
こ
の
8
号

【
去
勢
の
部
】

壱
等
賞

　
福
神
　
塩
月
秀
幸
　
安
幸
号

弐
等
賞

　
福
瀬
　
高
尾
昭
一
　
高
二
号

弐
等
賞

　
福
瀬
　
塩
月
ヨ
シ
子
　
安
秀
号

団
体
成
績
5
位

●
児
湯
郡
市
品
評
会

【
雌
子
牛
の
部
】

弐
等
賞

　
庭
田
　
黒
木
　
誠
　
み
ほ
2
0
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで



　　　　　纏8こハり⑥

卍巴
彪織り

やすらぎ館
奮69－3367

「12月1日」は瞠昇＝イズデイ！
　2001年「世界エイズデイ」テーマ　lcare●・●Do　you？

　　AIDSが一般的に知られるようになってかなりたちます。予防法も検査法も、基本
　的には変わりません。知識は普及したはずなのに、年々感染者は増えつづけていま
　す。

　AIDSを防いだり、偏見をなくすために大切なのは、みんなの「思いやりのこころ」。
　　パートナーへ、周囲の人へ、世界中の感染している人への思いやりが、本当の意
　味でのAIDS予防には不可欠なのです。世界エイズデイを前にみなさんも考えてみて
　は……。

　　　　　　　◎町内でのエイズ予防普及活動の一部を紹介します
7
月
1
6
日
（
月
）
参
観
［
口
に
毎

な
わ
れ
た
陛
十
二
授
莫

　
　
　
　
（
越
表
小
学
頂
）

昨
任
度
の
庄
教
吾
、
覆
芙

　
　
　
　
〔
船
瀬
小
学
校
）

11

獅
Q
日
（
±
）
参
翻
［
口
に
行
な

わ
れ
た
一
え
が
お
毎
い
F
三

　
　
　
　
（
東
郷
小
以
子
校
）

エ
イ
ズ
教
育
は
「
性
と
生
」
の
「
命
」
の
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
坪
谷
中
学
校
教
務
主
任
日
高
俊
一
郎
先
生

1：坪谷中学校エイズ予坊教

　
坪
谷
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
「
命
を
考
え
る
」
と
い
う
エ

イ
ズ
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
教

育
は
「
性
と
生
」
の
学
習
で
す
。
「
性
」
は

生
ま
れ
来
る
命
、
エ
イ
ズ
感
染
を
通
し

て
男
女
や
母
子
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

「
生
」
は
生
き
続
け
る
命
、
病
気
や
エ
イ

ズ
患
者
に
対
す
る
差
別
を
命
の
尊
さ
を
、

共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

す
。
生
徒
は
1
年
で
エ
イ
ズ
の
基
礎
知
識
を
、
2
年
で
エ
イ
ズ
に
関
す

る
偏
見
や
差
別
を
、
3
年
で
は
心
の
性
差
別
・
エ
イ
ズ
の
予
防
と
正

し
い
認
識
を
学
び
ま
す
。
「
命
を
考
え
る
」
で
は
こ
れ
ら
の
知
識
を
も

と
に
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
実
行
す
る
の
が
特

徴
で
す
。
例
え
ば
、
1
年
女
子
は
、
多
く
の
人
に
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路

や
予
防
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
リ
ン
ト
を
作
り
コ
ン
ビ
ニ

で
配
り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
女
子
は
エ
イ
ズ
患
者
援
助
の
た
め
の

募
金
を
行
い
関
係
団
体
に
一
万
円
余
り
を
送
り
ま
し
た
。
2
、
3
年

女
子
は
人
間
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
H
U
M
A
N
」
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
キ
ル
ト
を
さ
く
ら
館
に
展
示
し
、
賛
同
者
に
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
1
、
2
年
男
子
の
よ
う
に
、
エ
イ

ズ
患
者
を
励
ま
す
た
め
に
手
紙
を
出
そ
う
と
し
て
、
住
所
が
わ
か
ら

ず
実
施
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
、
エ
イ
ズ
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
事
を
考

え
実
行
す
る
こ
と
で
生
徒
は
、
知
識
を
生
活
に
生
か
す
大
切
さ
や
社

会
の
一
員
と
し
て
役
に
立
つ
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
経
験
は
自
分
の
存
在
の
大
切
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
エ
イ
ズ
教
育
の
本
質
で
あ
る
「
性
と
生
」
の
「
命
」

の
教
育
で
す
。

～
骨
白
髪
［
痕
予
防
食
～

や
す
ら
ぎ
館
で
毎
月
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
「
食
と
運
動
」
講

座
か
ら
、
大
好
評
の
2
品
を
紹
介
し
ま
す
。

牛
乳
入
り
か
す
汁
（
4
人
分
）

【
材
　
料
】

甘
塩
鮭
…
：
－
1
0
0
9

に
ん
じ
ん
：
…
三
〇
〇
9

大
根
：
…
…
－
1
0
0
9

し
め
じ
：
・
－
：
…
一
〇
〇
9

ね
ぎ
…
：
：
…
：
1
0
9

猷
同
一
　
　
話
照

酒
…
：
－
…
：
大
さ
じ
2

味
噌
…
：
・
－
…
：
2
5
9

牛
乳
：
…
・
；
：
3
0
0
㏄

【
作
り
方
】

①
鮭
は
、

　
　
　
一
口
位
の
大
き
さ
に
切
る
。

②
に
ん
じ
ん
、
大
根
は
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

③
し
め
じ
は
根
を
切
っ
て
ほ
ぐ
し
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

る
。④

ね
ぎ
は
、
小
口
切
り
に
す
る
。
　
　
　
　
　
．

⑤
だ
し
汁
に
工
、
②
を
加
え
軟
ら
か
く
煮
え
た
ら
、
し
め
じ
、

酒
か
す
、
酒
を
加
え
て
煮
る
。

⑥
⑤
に
味
噌
、
牛
乳
を
加
え
味
を
調
え
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
1
5
0
d
　
蛋
白
質
1
3
・
8
9
　
脂
質
4
・
6
9

カ
ル
シ
ウ
ム
ー
0
7
㎎
　
塩
分
2
・
1
9

お
さ
つ
の
サ
ラ
ダ
（
4
人
分
）

【
材
　
料
】

・
さ
つ
ま
芋
…
：
・
3
0
0
9
　
・
塩
…
・
…
－
少
々

・
り
ん
ご
…
…
：
・
1
5
0
9
　
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
…
…
1
2
0
9

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
大
さ
じ
2
・
1
／
2
　
・
塩
こ
し
ょ
う
…
…
少
々

・
砂
糖
・
－
…
…
大
さ
じ
一

【
作
り
方
】

①
さ
つ
ま
芋
は
2
㎝
角
に
切
っ
て
ゆ
で
、
火
が
通
っ
た
ら
粉
ふ

　
き
芋
に
し
て
、
塩
少
々
振
っ
て
冷
ま
し
て
お
く
。

②
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
こ
し
ょ
う
、
砂
糖
を
合
わ

　
せ
①
を
加
え
る
。

③
り
ん
ご
は
皮
と
種
を
取
っ
て
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
②
に
加

え
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
4
6
圃
　
蛋
白
質
2
・
1
9
　
脂
質
1
・
1
9

　
カ
ル
シ
ウ
ム
6
7
㎎
　
塩
分
0
・
3
9

参
国
者
・
・
舛
田
三
奈
美
さ
ん
よ
り

　
か
す
汁
の
牛
乳
と
味
噌
の
マ
ッ
チ
し
た
コ
ク
の
あ
る
味

は
お
勧
め
で
す
。
お
さ
つ
の
サ
ラ
ダ
は
り
ん
ご
の
甘
酸
っ

ぱ
さ
と
お
さ
つ
の
甘
さ
を
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
引
き
立
て
と
て

も
お
い
し
い
一
品
で
す
。
お
や
つ
に
も
お
勧
め
！

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　コ⑦”傲ど弓こ“，

　
　
　
　
ひ
ろ
　
き

三
河
弘
輝
く
ん

　
　
（
仲
深
　
深
谷
）

「
た
く
ま
し
く
大
き
く
な
っ
て
ね
。
」

父
　
弘
三
さ
ん

母
　
千
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
か
　
　
れ
ん

桑
田
華
蓮
ち
ゃ
ん

　
　
（
小
野
田
　
又
下
一
）

「
人
に
好
か
れ
る
人
に
な
っ
て
ね
。
」

　
父
　
↓
さ
ん

　
母
　
利
絵
さ
ん

1
歳
に

ぢ
り
ま
し
題

2≒げ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
　
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
平
成
1
3
年
1
1
月
7
日
を

施
行
期
日
と
し
て
予
防
接
種
法
の
改

正
が
な
さ
れ
、
特
に
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者
等
に
対
し
て
は
、
発
病
予
防
や

重
症
化
防
止
の
為
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
が
定
期
接
種
と
な
り

ま
し
た
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
体
調
の
良
い

時
に
、
ま
た
、
治
療
中
の
病
気
が
あ

る
方
は
、
主
治
医
に
相
談
の
う
え
、

早
め
に
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

実
施
時
期

　
平
成
1
3
年
1
1
月
7
日
～

　
平
成
1
3
年
1
2
月
2
8
日
ま
で

実
施
対
象
者

①
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

②
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
す
る
も
の
（
身

　　　　　（育児サークル）

　育児サークルにかわいい名前が付きました。育
児中のお母さん、ちびちびCLUBをお気軽にご
利用下さいね。　（毎月2回第1、3火曜日実施中。）

●12月4日（火）

　　調理実習「レバーを使った料理」

　　エプロン持参

＊参加希望の方は保健係までご連絡下さい。

●12月18EI（火）

　　　　　場所：やすらぎ館　2階
　　　　　時間：10：00～12：00

・さ唖

難
謬

　
　
　
　
り
ゅ
う
　
き

黒
木
龍
希
く
ん

　
　
（
三
略
　
庭
田
）

「
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
遊
ん
で
ね
。
」

　
父
　
啓
一
さ
ん

　
母
　
直
美
さ
ん

　
　
　
　
ち
　
　
か

福
原
上
空
ち
ゃ
ん

　
　
（
小
野
田
　
住
宅
）

「
ワ
ン
パ
ク
娘
で
す
。
」

　
父
　
誠
さ
ん

　
母
　
優
子
さ
ん

99

捻

体
障
害
者
手
帳
1
級
の
人
）
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る

も
の

実
施
方
法
　
個
別
接
種
1
回

　
個
人
負
担
金

　
　
　
◎
1
5
0
0
円

実
施
医
療
機
関

町
立
病
院
、

青
柳
内
科
循
環
器
科
、

三
股
病
院
、

そ
の
他
日
向
市
内
の
病
院

12月の行事予定表
地区巡回健康相談

期　　日 会　　　　場 受付時間

田　野　　公　　民　　館 9：00～9：30

4日（火）

稲　葉　野　集　会　所 13：30～14：00

中　野　原　1　公　民　館 9：30～10：00

6日（木）

中野原営農研修センター 13：30～14：00

下　度　川　集　会　施　設 10：00～10：30

7日（金）

越上中水流集会施設 13：30～14：00

10日（月） 広瀬生活改善センター 9：00～9：30

日　田　尾　集　会　所 9：30～10：00

11日（火）

長　崎　集　　会　所 13：00～13：30

越表生活改善センター 9：30～10：00

13日（木）

児 洗　　公　　民　　館巨3：30～14：00

※一部健康相談と体操を併せて行ないますので、時間を変更しているところがあります。

1歳6ケ月児・2歳児健康診査

5日（水） やすらぎ館
2歳児13：00～13：20

1歳6ヶ月児14：00～14：20

健康「食と運動」講座
20日（木）や　す　ら　ぎ　館　9：00～9：30

4
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　　　　　　塘8こハり⑧

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
T
E
L
6
9
－
3
1
7
1

12

獅
ﾌ
璽
だ
…
行
壽

般
図
書

F

儀
○

そ
の
他

ビ
デ
オ
上
映
会

8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
第
6
巻

　
第
2
3
話
「
石
崎
の
大
チ
ョ
ン
ボ
」

　
第
2
4
話
「
空
中
大
決
戦
」

22

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
第
2
3
話

　
「
狐
森
」
「
乞
食
の
く
れ
た
手
ぬ

ぐ
い
」
［
蛸
八
長
者
」
「
千
雨
女
」

年
末
年
始
さ
く
ら
館

休
館
の
お
知
ら
せ

　
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　

1
2
月
2
9
日
か
ら
翌
年
1
月
4
日

ま
で
さ
く
ら
館
は
休
館
と
い
た
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
心
を
育
て
る
絵
本
下
村
　
昇

・
海
賊
　
　
　
　
　
宮
崎
　
学

・
ジ
ー
ン
リ
ッ
チ
の
復
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
健
一

・
空
が
落
ち
る
上
・
下

　
　
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

・
妄
執
　
　
　
エ
リ
カ
・
ス
ピ
ン
ド
ラ
i

・
お
ま
え
の
不
幸
に
は
、
訳
が

あ
る
！
　
　
　
ビ
ー
ト
た
け
し

・
氷
雪
の
殺
人
　
　
　
内
田
康
男

・
デ
ズ
デ
モ
ー
ナ
の
不
貞
逢
坂
剛

・
特
急
〈
北
斗
星
＞
5
分
間
の
空
白

　
　
　
　
　
　
　
金
久
保
茂
樹

・
プ
ラ
ナ
リ
ア
　
　
　
山
本
文
緒

・
恋
愛
中
毒
　
　
　
　
山
本
文
緒

・
坊
ち
ゃ
ん
忍
者
幕
末
見
聞
録

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
水
　
光

児
童
図
書

・
や
っ
て
み
よ
う
！
は
じ
め
て

の
手
話

『
サ
ン
タ
の
国
か
ら

　
　
こ
ん
に
ち
は
！
』

22

冝
i
土
）
1
4
時
3
0
分
～

　
町
内
の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
ほ
お
ず
き
の
会
」
が
お
く
る
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
心
あ
た
た
ま
る
絵
本
の
世
界
へ

ど
う
ぞ
。

え
ほ
ん

・
妻
を
だ
ま
す
夫
・
夫
を
だ
ま
す
妻

　
　
　
　
夫
婦
問
題
研
究
会
編

　
結
局
夫
婦
と
は
、
ど
こ
か
で
妥

協
し
、
互
い
を
化
か
し
あ
い
、
い
い

加
減
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？

　
結
婚
生
活
の
秘
訣
は
、
自
分
自

身
と
お
互
い
を
騙
す
こ
と
に
あ
る
。

豊
富
な
事
例
を
分
析
し
、
導
き
出

し
た
夫
婦
和
合
の
処
方
箋

・
恋
が
し
た
い
恋
が
し
た
い
恋
が

し
た
い
　
　
　
　
浅
野
美
和
子

ど
う
し
て
実
ら
な
い
恋
ほ
ど
、
愛

お
し
い
の
だ
ろ
う
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
傷
つ
い
た

り
喜
ん
だ
り
：
・
。

切
な
い
恋
の
物
語
。
T
B
S
系
放
映

ド
ラ
マ
日
曜
劇
場
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
版
。

・
シ
ャ
ト
ウ
ル
ー
ジ
ュ

渡
辺
淳
↓

　
小
学
校
低
学
年
か
ら
楽
し
め

る
絵
本
版
の
手
話
シ
リ
ー
ズ
。

654321
巻巻込巻巻巻

手
話
を
は
じ
め
よ
う
。

指
文
字
を
覚
え
よ
う
。

手
話
で
遊
ぼ
う
。

は
じ
め
て
の
手
話
ソ
ン
グ
。

手
話
で
世
界
と
友
達
。

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
で
見

る
手
話
じ
て
ん
。

・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
魔
法
の
旅

　
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
は
幼
い
こ
ろ

か
ら
、
岩
場
を
抜
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
谷
に
下
り
て
い
く
と
谷
ご

と
に
ち
が
う
世
界
が
あ
る
、
と

い
う
不
思
議
な
夢
を
見
て
い
た
。

実
は
彼
は
命
が
九
つ
あ
る
特
別

な
大
魔
法
使
い
だ
っ
た
の
だ
・
：
！

ク
レ
ス
ト
マ
ン
シ
ー
の
少
年
時

代
の
物
語
。

の
ら
犬
ウ
ィ
リ
ー

　
　
　
　
マ
ー
ク
・
シ
ー
モ
ン
ト

　
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
出
会
っ
た
人
な

つ
っ
こ
い
子
犬
。
子
ど
も
た
ち

は
「
ウ
ィ
リ
ー
」
と
名
づ
け
て
楽

し
く
遊
び
ま
す
が
、
連
れ
て
帰

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
：
・
。
作

者
が
友
人
か
ら
聞
い
た
実
話
を

も
と
に
描
い
た
、
心
あ
た
た
ま

る
お
話
。

新
聞
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

・
指
揮
官
た
ち
の
特
攻

　
一
幸
福
は
花
び
ら
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
山
三
郎

・
新
し
い
力
　
1
「
私
が
変
わ
り

　
ま
す
」
宣
言
1
　
高
橋
佳
子

・
1
3
階
段
　
　
　
　
　
高
野
和
明

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X

　
　
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
晃

・
シ
ャ
ト
ウ
　
ル
ー
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

・
あ
く
が
れ
ゆ
く
牧
水
（
注
文
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
一
彦

そ
の
他

・
台
風
（
創
作
シ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
せ
が
わ
　
き
り

・
れ
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
ち
え
こ

・
ぼ
く
は
ゆ
う
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
の
外
夜

・
た
の
し
い
森
の
そ
め
も
の
や

　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
薫
子

・
オ
オ
カ
ミ
の
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
き
む
ら
ゆ
う
い
ち

　
「
一
人
の
方
が
気
楽
で
い
い
、

友
達
？
何
だ
か
面
倒
だ
な
」
そ
ん

な
オ
オ
カ
ミ
の
前
に
お
か
し
な

や
つ
が
現
れ
た
。
ほ
ん
と
に
妙

な
や
つ
な
の
に
、
な
ん
だ
か
気

に
な
る
。

　
も
し
か
し
て
、
こ
れ
が
友
達
っ

て
や
つ
か
？
「
オ
オ
カ
ミ
」
シ

リ
ー
ズ
第
2
弾
。

そ
の
他

・
ダ
イ
ア
ナ
と
大
き
な
サ
イ

　
　
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
二

・
ね
ず
み
く
ん
と
ゆ
き
だ
る
ま

　
　
　
　
　
　
な
か
え
よ
し
を

・
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
　
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ミ
ソ
ネ

※
そ
の
他
沢
山
あ
り
ま
す
よ
。
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英
語
弁
論

南
部
日
本
予
選
へ

‘
　
　
〆
＼
“
．

　
1
0
月
1
6
日
県
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会
が

開
催
さ
れ
、
日
向
入
閣
地
区
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
和
田
一
馬
君
（
坪
谷
中
三
年
）
、
矢
野
晴

香
さ
ん
（
坪
谷
中
二
年
）
が
出
場
、
弁
論
の
部
で
和

田
君
が
見
事
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
発
表
は
、
今
夏
、
町
が
実
施
し
た
「
中
国
発

見
の
旅
」
派
遣
事
業
に
参
加
し
、
中
国
の
人
々
が
懸

命
に
生
き
る
様
子
を
直
視
し
、
感
じ
た
ま
ま
を
自

分
の
言
葉
で
表
現
し
た
こ
と
と
、
自
然
な
発
音
に

高
い
評
価
を
得
て
の
最
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
和
田
君
は
1
1
月
1
6
日
東
京
都
で
開
か
れ

た
高
円
宮
杯
第
5
3
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論

大
会
南
部
地
区
予
選
に
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

ダ
メ
。
ゼ
ツ
タ
イ　

東
郷
中
学
校
で
は
、
H
月
1
3
日
、
薬
物
乱
用
の
有

害
性
、
危
険
性
を
学
び
薬
物
乱
用
の
意
識
を
高
め
よ

う
と
、
日
向
敬
言
察
署
生
活
安
全
課
少
年
係
の
三
名
の

方
を
講
師
に
迎
え
薬
物
乱
用
防
止
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
甘
い
誘
い
か
ら
軽
い
気

持
ち
で
覚
醒
剤
を
乱
用
し
中
毒
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

同
年
代
の
女
生
徒
の
姿
を
描
い
た
ビ
デ
オ
を
映
写
、

ま
た
、
薬
物
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る
、
経

験
豊
富
な
捜
査
員
が
薬
物
乱
用
者
の
悲
劇
、
周
り
の

人
間
へ
の
影
響
、
ど
ん
な
処
罰
を
受
け
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
全
校
生
徒
ら
は
そ
の
講
話
を
真
剣
に
聞

き
入
り
、
薬
物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
薬
物

の
誘
惑
を
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
と
断
る
勇
気
を
胸
に
刻

み
ま
し
た
。

洗典似蔦幅
ン
’

、
．て毛・こ

’　　　　　　　こ　し．　　　　　；τ　　　　！つひ　　　つつ　　二↓　；ツ氏」免．
伊

免引
し
㌔一‘二　；㌃に

鶴
野
内
で
卓
球
教
室
を
実
施

　
　
1
東
郷
町
体
育
指
導
委
員
会
－

　
町
体
育
指
導
委
員
会
（
会
長
海
野
宏
）
で
は
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
第
1
回
ス
ポ
ー
ツ
（
卓
球
）
教

室
を
鶴
野
内
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
中
田
鶴
男
鶴
野
内
区
長
を
は
じ
め
、

瀬
戸
政
信
体
育
部
長
ら
が
声
を
か
け
て
集
ま
っ
た
親

子
つ
れ
な
ど
延
3
0
名
が
参
加
、
三
浦
辰
巳
体
育
指
導

委
員
を
講
師
に
卓
球
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
に
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
教
室
の
最
終
日
に
は
、
参

加
者
か
ら
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
ず
に
続
け
て
欲
し
い
と
の

要
望
も
あ
り
、
卓
球
教
室
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
も

決
定
し
ま
し
た
。
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
今
年
度

中
に
あ
と
2
回
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

教
室
）
を
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

∫
「
ド
’

／

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
支
援

1
坪
谷
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
受
賞
－

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
支
援
し
よ
う
と
取
り

組
ん
で
い
る
坪
谷
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
代

表
生
徒
会
副
会
長
黒
田
一
恵
さ
ん
）
の
活
動
が
「
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
ア
メ
リ
カ
大
手
保
険
会
社
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
社
の
主
催
で
全
国
の
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

家
に
贈
る
も
の
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
千
八
百
四

十
四
件
も
の
活
動
報
告
の
中
か
ら
九
州
で
4
人
、
宮

崎
か
ら
は
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
、
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
情
報
を

収
集
し
訪
問
、
話
し
相
手
、
庭
の
草
む
し
り
、
掃
除
の

手
伝
い
な
ど
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
行
動
力
に
高

い
評
価
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
賞
受
賞
者
か
ら
選
ば
れ
る
全
国
賞
、
米

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
親
善
大
使
は
来
年
二
月
に
決
定
、

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで



　
⑩

●
《
ー

ハ
、
、

亀
う

ど留〃

間（12月4日から10日まで）

　
人
権
週
間
は
、
昭
和
2
3
年
1
2
月
1
0
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
の
を
記
念
し
て
、
法
務
局
及
び
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も

に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
東
郷
町
に
お
い
て
も
、
本
町
在
住
の
人
権
擁
護
委
員
を
中

心
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

そ
の
他
家
庭
内
の
相
談
、
成
年
後
見
制
度
、
介
護
保
険
、
借

地
借
家
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
支
局
又
は
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

　
法
務
局
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
所
在
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

産業文化祭で、人権啓発を行う人権擁護委員の皆さん

宮崎地方法務局日向支局

　日向市鶴町2丁目7番11号

　　電言舌0982－52－2944

　　（土日、祝日を除き毎日午前8時30分から午後5時まで）

人権擁護委員

　　伊東征男鶴野内費69－2531

　　海野俊男下表實69－7206
　　黒木睦実寺迫含58－1809

　　　　　　　　　　
国産牛肉は安心して食べられます。

　先般、わが国初の狂銅藍に感染した牛が確認されました。その対策として、

厚生労働省と農林水産省が協力して、と畜場に出荷される牛を徹底的に検査

することにしました。その結果、安全と確認されたもの以外の牛は、食用と

しても飼料原料用としても原料用としても出回ることはなくなりました。し

たがって牛海綿状脳症（狂牛病）にがかった牛の肉等が販売されることはあ

りません。　　　　　　　　　　　　　　　厚生労働省・農林水産省

1
ニ
ー

．
諸＝3■

3

■
…

●
　
　
　
　
　
●●

●

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

実
施
期
間

　
平
成
1
3
年
1
2
月
1
日
（
土
）
か
ら

　
平
成
1
4
年
1
月
3
日
（
木
）
の
間

重
点
事
項

1
．
「
ひ
っ
た
く
り
」
「
乗
り
物
盗
」
等
の

　
防
止

2
．
「
空
き
巣
ね
ら
い
」
「
事
務
所
荒
ら
し
」

　
等
進
入
盗
の
防
止

3
．
少
年
の
非
行
防
止
と
社
会
環
境
の

　
浄
化
活
動

4
．
暴
力
追
放

「
年
末
・
年
始
」
は
犯
罪
・
事
故

が
多
発
し
や
す
い
時
期
で
す

　
年
末
年
始
に
は
、
ボ
ー
ナ
ス
や
金
融

機
関
及
び
深
夜
ス
ー
パ
ー
・
景
品
買
い

取
り
所
等
を
ね
ら
っ
た
強
盗
等
の
凶

悪
犯
罪
や
交
通
事
故
等
の
発
生
が
集

中
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
を
［
年

末
年
始
特
別
警
戒
期
間
」
と
し
て
、
犯

罪
や
事
故
等
の
未
然
防
止
に
総
力
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

「
ひ
っ
た
く
り
」
に
注
意
！

　
「
ひ
っ
た
く
り
」
事
件
は
、
全
国

で
は
近
年
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
検
挙
さ
れ
た
人
員
の
う
ち
少

年
の
占
め
る
割
合
は
約
七
割
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
9
月
末
現
在
6
1
件

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
検
挙
し
た

H
件
の
う
ち
9
件
が
少
年
で
す
。

　　昭

　　搾
、量／ご、態

虫

薬
で
は
コ
コ
に
注
意

　
日
頃
か
ら
、
狙
わ
れ
に
く
い
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
「
ひ
っ
た
く

り
」
は
防
げ
ま
す
。

●
自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
、
「
防
犯
ネ

　
ツ
ト
」
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
、
財
布
等

　
の
貴
重
品
を
入
れ
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
よ
う
。

●
バ
ッ
ク
等
は
、
「
車
な
ど
が
通
る

　
反
対
側
に
」
し
っ
か
り
と
持
ち
ま

　
し
よ
う
。

●
金
融
機
関
か
ら
引
き
出
し
た
大

　
金
を
持
ち
歩
く
と
き
は
、
奪
い

　
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
二
人
以
上

　
で
行
動
す
る
と
と
も
に
、
手
元

　
か
ら
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
よ
う
。
ま
た
、
周
囲
の
人
に
も
十

　
分
気
を
配
り
、
な
る
べ
く
自
動

　
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
間
は
、
明
る
く
人
通
り
の
多

　
い
と
こ
ろ
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

　
犯
罪
・
事
故
に
遭
遇
し
た
ら
「
1

1
0
」
に
通
報
を
。
自
分
が
被
害
に

逢
っ
た
時
、
ま
た
、
ほ
か
の
人
が
被

害
に
逢
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

年
末
・
年
始
の

運
転
免
許
関
係
業
務

ご
み
収
集
年
末
年
始
休
業
期
間

騒量

年
末
　
1
2
月
2
9
日
（
土
）
～
3
1
日
（
月
）

年
始
　
1
月
1
日
（
火
）
～
3
日
（
木
）

預
金
の
保
護
の
範
囲

が
変
わ
り
ま
す

響

今
、
大
切
に
し
て
ま
す
か
！

あ
な
た
の
か
ら
だ

年
末
・
年
始
に
お
け
る
「
運
転
免
許

試
験
、
運
転
免
許
更
新
」
等
の
運

転
免
許
関
係
業
務
は

平
成
1
3
年
1
2
月
2
9
日
（
土
）
か
ら

平
成
1
4
年
1
月
3
日
（
木
）
ま
で

　
の
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

延
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
・

祭
日
を
除
く
昼
間
）

容
0
9
8
2
（
3
3
）
9
9
9
9

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

（
羽
坂
）
の
開
放
日

ご
存
知
で
す
か
！
検
察
審
査
会

　　　　細脈噂課
く喩翻劇睡コ直姻

　　　　　　　　ロ⑪蝦8ご’り

12

獅
P
6
日
（
第
3
日
曜
）

　
　
2
3
日
（
第
4
日
曜
）

年金相談を開催します

　まだ年金を受給されていない方を対象に、下記のと

おり各地区で年金相談を開催します。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
一
言
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
ず
、

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
検
察
審
査
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に

つ
い
て
の
費
用
は
↓
切
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
延
岡
検
察
審
査
会

事
務
局
盈
0
9
8
2
（
3
2
）
3
2
9

1
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

開催日　課蕎　対象地区　　　会　　　場

　　　　　　1P2月副灘：鷺川篇嚢猫集会

　　　　漿1月18日鴨巽顎購内難平、ター

@　　　で

　　　　31
E月一蒙．

x響蝋羅1診民館　　　　　　　　　　　　1

【受付方法】ご来場される方は、事前に住民課住

　　　　　民年金係までご連絡下さい。

【相談員】　延岡社会保険事務所職員、役場住民課

　　　　　国民年金担当

お問い合わせば住民課住民年金係

　　　　　　　　　容（69）3902まで

　
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
、

「
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
健
康
の
こ
と
」
、
「
精
神
的
な
悩
み
」
、

「
労
災
保
険
の
こ
と
」
な
ど
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

相
談
時
間

10

栫
`
1
6
時
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
　
所

（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

　
　
　
　
宮
崎
相
談
所

宮
崎
市
広
島
2
1
1
0
－
2
0

　
　
　
　
坂
下
ビ
ル
4
階

　
容
0
9
8
5
（
2
5
）
0
0
2
2

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

薗
0
1
2
0
（
6
0
3
）
1
1
4

箸
鴛

・
灯

●
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た

　
場
合
で
も
、
預
金
者
1
人
当
り
、

　
定
期
預
金
等
の
元
本
1
千
万
円

　
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
来
年
4

　
月
以
降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
合
算
し
て
元
本
1
千
万
円
ま
で

　
と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最

　
低
保
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ

　
る
の
は
1
千
万
円
だ
け
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

●
ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通
預
金

　
等
は
、
平
成
1
5
年
3
月
ま
で
全

　
額
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
1
金
融
庁
一

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
　
　
（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

　
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど

の
入
学
者
や
在
学
者
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
あ

　
た
り
2
0
0
万
円
以
内

○
利
率
　
年
1
・
7
％
（
但
し
平
成

　
1
3
年
1
1
月
1
2
日
現
在
）

○
融
資
期
間
　
1
0
年
以
内
（
在
学

　
期
間
以
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

○
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等

　
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

詳
し
く
は
、

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
延
岡
支
店

　
容
0
9
8
2
（
3
3
）
6
3
1
1

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
七
期

介
護
保
険
料
（
普
徴
）
七
期

固
定
資
産
税
三
期

　
　
　
　
◎
1
2
月
2
5
日
納
期
限

※
口
座
振
替
日
は
2
5
日
（
火
）
で
す

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
1
月
8
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
仲
深
の
田
口
豊
さ
ん
か
ら

（
芳
男
さ
ん
8
0
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
大
塚
高
さ
ん
か
ら

（
奥
右
衛
門
さ
ん
9
3
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
柳
田
サ
エ
子
さ
ん
か
ら

（
恒
雄
さ
ん
9
3
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
港
さ
ん
か
ら

（
ヤ
エ
さ
ん
9
9
歳
逝
去
）

■

＝

●

●
本
町
で
は
、
納
税
組
合
に
加
入

し
て
な
い
方
を
対
象
に
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
税
制
度
の
利
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
、
安
心
、
便
利
、
確
実
な

口
座
振
替
を
。
詳
し
く
は
役
場
税

務
課
又
は
住
民
課
へ
。

　
　
（
1
0
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う保

護
者
住
所

岳
史
平
　
谷

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　川1柳i伊．大
z1越・…畷乏．鞭…忠．蕩1芳モ．　夫雄lf乍i門　　I　　　　　I

1
男

由河1川
禔
c
野
2
尾
　
I
　
I
ン
臆

底
名

60

ﾎ

歳
3
歳
；
歳
…
歳
1
　
　
　
1

6493191．93i8085　1　　　　歳i歳

1

81思立；齢

福福…小1鶴
｣1瀬1醤i寓

坪：仲

J深

越　…野

¥i内

鶴
住
所

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財1系⑲3900まで〉
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¢騨②喚鐘暫魯

亀「レ

簾；

二二鰯毎

γ2．
倣〆

メ

「レッサーパンダはかわいいよ」

越表　中水流の
　　　エそみ
上原　希ち統臓）

父　弘行さん
母　奈歩さん
○好きな食べ物は何
　ですか？
　りんご、カレーライス

○好きな遊びはなん
　ですか？
　ブランコ、てつぼう、

　ドレミごっこ

○大きくなったら何
　になりたいですか？

　ケーキ屋さん

δ嶺坪谷保

　　｝
　　燈」
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、溜

　　　　　育園〔｝轟

坪谷　市谷川崎の
　　ゆ　　き
海野有紀ちゃん臓）

父　公生さん
母　美保子さん

○好きな食べ物は何
　ですか？
　ぶどう、バナナ、

　流しソーメン
○好きな遊びはなん
　ですか？
　てつぼう、すべりだい

○大きくなったら何
　になりたいですか？

　おもちゃやさん
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「ライオンはこわいよ」

　頁眞虞質賞頁頁男憎

翻◎陰嚢
　頁賞質頁眞頁頁虞眞
　　人々へ希望を！

　第50回記念全国青年大会美術

展で、海野芳彦さん（越表）の作品

が見事3位に入選しました。

　海野さんは、高校を卒業後、町

内の建設会社に勤務するかたわら、

趣味として独学で油絵を修得。『夏

のはじまり』というタイトルの受賞

作品は、7月終わりから約二ヶ月か

げて製作、「海辺にたたずむ二人

の人物と遥かな水平線、寄せる波

頭を描き、観るノぐに希望を伝えた

かった」と作品への思いを話してく

れました。

　「これからも自然体で油絵に取

り組んでいきます」と一段と創作意

欲が高まる海野さんです。

　表
　多氏

　牧
　水
　の
都う

崎
畷

飲
む
湯
に
も
焚
火
の
け
む
り
匂
ひ
た
る

　
　
　
山
家
の
冬
の
夕
餉
な
り
け
り
　
（
渓
谷
集
）

　
牧
水
は
大
正
六
年
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
過
労
か
ら
床

に
つ
い
た
が
十
一
月
に
は
健
康
を
回
復
、
秩
父
地
方
へ
の
旅
に

出
た
。

　
埼
玉
県
飯
能
町
に
行
き
旅
館
「
港
屋
」
に
泊
ま
っ
た
。
一
泊

の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
入
間
川
の
渓
谷
を
た
ど
っ
て
秩
父
一

帯
を
回
っ
た
の
で
三
日
間
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
旅
は

物
見
遊
山
の
気
楽
な
旅
で
は
な
く
、
歳
末
を
控
え
て
若
山
家
の

経
済
は
厳
し
い
状
態
で
、
銭
を
得
る
た
め
の
歌
を
求
め
て
の
旅

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
歌
は
、
そ
の
時
に
詠
ま
れ
た
歌
で
、
秋
の
秩
父
地
方
の

山
と
渓
谷
の
自
然
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
口
に
し
て
飲
む
湯
に
も
焚
火
の
け
む
り
が
し

み
こ
ん
で
匂
う
、
山
の
中
の
家
の
冬
の
夕
食
だ
っ
た
な
あ
」
と

伊
藤
一
彦
先
生
は
解
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
も
う
い
ろ
り
は
ど
こ
の
家
に
も
残
っ
て
い
な
い

が
、
昔
は
ど
こ
の
家
に
も
い
ろ
り
が
あ
っ
た
。
湯
は
天
上
か
ら

鍵
に
つ
り
さ
げ
ら
れ
た
鉄
瓶
で
わ
か
さ
れ
る
が
、
そ
の
湯
に
も

焚
火
の
煙
が
つ
よ
く
匂
い
、
飲
む
と
そ
の
匂
い
ま
で
も
味
わ
う

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
匂
い
を
味
わ
う
と
い
う
表
現

に
よ
っ
て
山
家
の
ふ
ん
囲
気
を
出
し
、
旅
愁
を
感
じ
さ
せ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
に
あ
っ
て
静
け
さ
心
を
求

め
て
や
ま
ぬ
牧
水
の
気
持
ち
が
素
直
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
歌
で

あ
る
。

※
先
月
号
の
誤
報
、
う
た
の
解
説

で
長
田
野
禽
住
職
が
観
揮
住
職
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
、
ま
玄
　
　
臨
、

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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